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水稲担い手の省力化・コスト削減を目指す 

湛水及び乾田直播栽培実演会の開催 
 

右京区京北地域では、平成３０年度に米の品質や栽培技術の向上などを目的として「京北

水稲担い手協議会」※１が、また、令和５年度には環境にやさしい栽培技術と省力化技術の

普及を目的として「京北水稲農業技術者協議会」※２が結成されました。 

今年度、両協議会では、連携して水稲担い手の省力化及びコスト削減を目指すため、湛水

直播栽培※３用に開発されたリゾケア XL コーティング種子※４を用いて、田植機に播種機を

装着し行う湛水播種と、トラクターを用いた乾田播種※３を比較する直播栽培実証試験ほ場

を設けています。 

この度、試験ほ場において、メーカー及び技術指導機関の協力を得て、直播栽培の実演会

を開催します。 

 

【実演会概要】 

● 日 時 令和７年５月１６日(金) 午後１時３０分から午後３時頃まで 

     ※ 小雨決行、天候不順の場合中止 

● 場 所 京都市右京区京北鳥居町及び辻町の水田２箇所 

● 内 容 試験ほ場での直播栽培実演、生産者・メーカー・技術指導機関との意見交換 

● 参加費 無料 

＜昨年の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

      取組内容の説明        ロボット(無人)田植機による湛水直播作業 

 



 

※１ 京北水稲担い手協議会 

地域の課題の 1 つである将来を担う生産者の育成・確保と、農業を通した京北地域の

活性化を目指し、平成 30 年 11 月に京北地域の大規模米農家の有志が集まり、結成され

た団体です。 

※２ 京北水稲農業技術者協議会 

環境にやさしい栽培技術と省力化技術を活用し、環境負荷の低減と、生産された農産物

の高付加価値化によるブランド化を図り、農家所得の向上につなげることを目指し、令和

６年３月に関係機関で結成された団体です。 

JA 京都園部支店、(公財)きょうと京北ふるさと公社、京北水稲担い手協議会、京都乙訓

農業改良普及センター、京都市京北・左京山間部農林業振興センターで構成されています。 

※３ 湛水直播栽培及び乾田直播栽培 

水稲栽培には、田植機を用いて育苗された苗を植える移植栽培と省力・低コスト化を図

るため、水田に直接もみをまいて育てる直播栽培があります。 

水を張った水田に種をまく湛水直播栽培に加えて、今年度は水を張っていない水田に

種をまくことで、代かき作業も省略した乾田直播栽培（播種後は入水して湛水管理）によ

る実証試験ほ場を新たに設けます。 

※４ リゾケア XL コーティング種子 

「シンジェンタ社」によって開発された植物成長調整剤、殺菌剤及び

殺虫剤の３種類の農薬を被覆処理した種子です。湛水中でも病害虫に強

く、植物成長調整剤をコーティングすることで発芽及び苗立ち率が格段

に向上するように開発されています。 

 

【お問合せ先】 

京都市産業観光局京北・左京山間部農林業振興センター（担当：石田、冨田） 

右京区京北周山町上寺田１－１ 電話：０７５－８５２－１８１７ 

 

 


